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1. 作品の構想

「渦と神秘j
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水は、あらゆる午.物にと ってll:.((上欠くことができない大切な存在である。気体・液体・固体

と3つのかたちを有する水は、水蒸気とな って大気に拡散し、水滴となって雲や霧などを生じ、

雨や，'iとな って地去に|時り、 nr:ぷをi問す。 またあるH寺は、大気や海洋におこる現象のかたちであ

る「波!fr)JJと「渦動j になり、エネルギーを令・する。このように水は1サべての生命の根糠Tも

あり、 1':'1~京や光と融合し、審夫的光t;t を発拘iする 。

あるl時、私が興味を抱いた“水の姿"に魅せられ、キーワードを「水jとした。水のもっさま

ざまな姿・色彩・エネルギーなどは、それを感受する人により異なり、各人にそのイメージを委

ねることにし、タイトルを[水からのメッセージ]とした。

このf'1" ，'d，のテーマ íi品とや!J f.~.J は、水の「渦i悶JJ エネルギーのかたちである「鳴門の渦J をモ
チーフとしている。拡散する蝶旋は ifì~ !lì抑制:Jを表わし、収倣する螺旋は「受動性j を示す。ま
た、 II~J: n-1・のブ'flrl] と|日l じ「右巻き j はエネルギーの外向を示し、反対方向「左巻き」はエネルギー
の内向を示す。人は、心の外向的・内向的エネルギーのバランスで行動している、人間の心の

「内耐性j と水の美 しさを「外而性Jとして捉え、作品は、この対比共存イメージを『明』と

rll削で異なって見える渦デザインに表現したことを特徴とする。

前身頃は、 右渦(1時計四り)でエネルギーの外へ向かう力(前進)を表現し、後ろ身頃には、

エネルギーの内へ向かう力(後退)をイメージし、色彩を変えた左渦をデザイ、ンした。

人の歩む 自 I'~I r1l]線は、 H寺には直線的(前進)で、ある時停滞・迂回(後退)を繰り返し螺旋を

拙iく。エネルギーを得た水は、 自然光により 宝石のように埠めき、目的地へと意志を持つかのよ

うに流動する。まるで、人の歩むさまのように・・・・。

作品は、 自らの定まった形や色彩を持たず、 卓越したエネルギーを持つ神秘的な『水』を題材

とし、糸だけの素材でテキスタイルに感性表現し、製作過程は、服装造形学理論で作図、アパレ

ルCADプロッターで拡大パターンを出力し、出来る限り縫い目をつけずに立体縫製したワン

ピースドレスである 素材糸は、古代から伝承される藍染で染色した濃淡の藍染糸(人為作業)

と現代のハイテク素レで、あるホワイトの蓄光糸(機械生産)との融合、また、テキスタイル製作

と縫製過程が全て同時に進行し、作品が仕上がることも特徴的である。
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2.素材(1)

-阿波藍染 濃色 手紡ぎ糸 スラプ糸 1.7番手 紛l(旧% 78g 

-阿波藍染 手紡ぎ糸 12 帯手 制!H旧% 3 g 

-阿波藍染 中間色 手紡ぎ糸 スラプ糸 1.9番手 制H∞% 46g 

-阿波藍染 手紡ぎ糸 10.3番手 剥u∞% 14 g 

-阿波藍染 淡色 手紡ぎ糸 スラプ糸 1.7帯手 紛l(泊% 5'1 g 

-阿波藍染 手紡ぎ糸 10.3番手 制11∞% l1g 

-阿波藍染 段染め 手紡ぎ糸 スラプ糸 5.7帯平 制110096 75g 

手紡ぎ糸 9. 7番手 斜1100% 10 g -阿波藍染

以上8種類は、家蚕で人の手で紡いだ糸を使い、 斑の階級(ま く)・苗床(びょうほ) のfIIJ引き、

除草・苗床からの採苗・藍の定植・ 管理.jf~刈り・第(すくも ) [確立の繋を発両手させて染料になっ

たもの]の製造7工程を経た藍の染料で染色された阿波監染め糸を使JfJした。

藍染の歴史は、紀元前25∞年前のエジプト』こさかのぼり、 E体では:邪.n治問の|時代から飛鳥
奈良時代にかけて中国より藍染めの技法が導入された。この紫材は、 r工戸H寺代から続 く作業で作
られた阿波藍染で、手間隙かけた人の手を介した天然艇で染めた糸であり、それぞれが、紡ぎ方、
太さ、色合いの異なる糸である。この丹精こめた手作りの糸を使月3できたことは、 ~~f心地の良さ
と人の暖かい温もりを表現したかった私にとって幸せな出会いであった。

素材 (2)

-蓄光手紡ぎ糸 (原毛) ホワイト ポリエステル100% 4g 

-セラス エステイエイ企画 ストレート
ポリエステル100% 3g 

プークレ ポリエステル100% 3g 

ループ ポリエステル100% 3g 

-イシスコットン 東洋紡績 COL. NO. 15292 綿100% 15g 

-シルクローダー ダイヤ毛糸 COL. NO. LD419 キij!59% 絹41% 27g 

-シルクソワレ ダイヤ毛糸 KS323 アクリル53% レーヨン27% 絹20% 6g 

-ベルフォセット カネボウ毛糸 COL.NO.708 アクリ Jレ75% レーヨン 3%

ナイロン21% ポリエステル 1% 40g 

-シンフォニーマジック カネボウ毛糸 COL.NO.31O レーヨン68% ポリエステル32% 38g 

-エミール カネボウ毛糸 COL. NO. 355 アクリル55% ナイロン45% 33g 

-ファーライク カネボウ毛糸 COL.NO.1 ポリエステル100% 5 g 

COL.NO.13 ポリエステル100% 4 g 

-シャギー ダイヤ毛糸 COL.NO.1 レーヨン57% ポリエステル34%

ナイロン 9% 2 g 

-メタリックヤーン KYOWA N 0.113266 2 g 
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以 1'.1/1H( J3ìの糸は、 ll~新の糸でハイテクぷ材 (f:f il:.糸)等を合む。これらを混合することによ

j、水の神絡的色彩}UJ!とIYJII討のテキスタイルが児なって見えるよう立関したものである。

fll(y Jのテキスタイルは、 rYJるい光を吸収して円前|羽Jで発光する線の述なりが弱々しくも不

思t;花なiりjかり を欣つ。

素材(3 ) 

・アジツクシー ト(水i(ftl=.フ fルム) )!/ T 101 cm ~~ 

-ジーナデシン ポリエステル100% 113cml偏

6.2m 

2.85m 

~t:. J也作り!日 シート

トワル用(渦を描く )

アンダードレス(袷仕立て)

-ヅ_f， ネチアビーズ MV 6mm 
A .. 、
m 

100% (Jj)L色)90cm幅

ネックラ イン

-シルクデシン シルク

=ーチュープ S Jri 

5.7m 

ゼリーノ 7011司

-パールビーズ発光色(~;;A ) '1 nun (，ij身別凶∞間後ろ身頃 1010倒ネックライン 70間スリ γト2i5個計2955個

アクアマ リン 75例 !協スリット

6 mm liij身ぜI3∞間後ろ身~i 1∞間

m山

スリ 7ト15開計 415個

スリ .Jト6個JI.6個

3.デザイン 「渦」のデザインが映えるようにAラインの形態とした。

4. 作図 アパレルCAD 縮小 率8%
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，5.考察

この作品は、糸でテキスタイルを製作し、ダーツなどの続い"線をつけず 心体にした ワン ピー

スドレスで、手紡ぎ(糸作り)・染色・テキスタイル製作 (糸のみ他111)・縫裂にすiるまでうでrれ!

が手作りであることを特徴とする。テキスタイル烈作には、テーマの!占十1:を点現する ため配糸を

考慮して行うが、ミシン工程での収納とマジツクシートを出かす 1:れで'WJiiれを起こ してし まう 。

テキスタイルとして現れるこの段階で、立!~関したデザインの必然tt を lfJjめ る ために は、州より 縦

に糸を配することが有効で、螺旋が最も保形性に{長れる結果が11¥た。

水に浸すことと糸を重ねて世いていく過松を経ることにより、 テキスタイルの胤fTい色合いす:

が偶然と必然との融合作品になる。そのため、渦デザインの必然性を111jめるための1:)ょとしては

トワルにデザインを描くことと使用する素材糸でテキスタイルのサン プルを作 1)、f'h'u'，を日IJ.i立す

る一助とした。結果としてこの方法は、渦の位{町、大き さには有効的であったが、 '1':1M "，で配糸

を行うため人台に当てた立而上でのバランスが興なり、 ，~'，: 1'.の修正をわ・うことにした。

ミシンかけの角度は、配糸に対して直角にかける Jii.よーと水・ドiji二Il'fの l十:)j11三・長 JjJI~にかけ る /J

法が糸の型崩れを防ぐために有効的な方法であると考えられる。

テキスタイルのミシン工程での収縮率は、縦柿 5%と，没定し、アパレル CADプロッターで

105%出力のパターンで製作 したが、この拡大率は、適切であると:j(川町 される。

テキスタイルを水に浸け、シートを浴かす工布!で'Li作品が!J!!jJ}jれしないよう、 /U立を:)1、いなカf

ら行うが、シートの糊をどの位残すかは、作品の大きさ・テキスタイルの糸術皮・ ;J(の-lilーなどに

より異なるため、マジツクシートを溶かす糊抜き.]冶!では定;[，J:(l0'j' IJ í.ιが閑~ïIfであり、 =rの f19!感覚

による客観的評価で判定した。また、良市することにより、糸筒n立の大きい11̂1所はど'，:，'，のJI又紺iが

あり、糸密度とパターンの拡大率との関係は、今後の研究諜組にしたいと，Uっている。

ドレスの色彩は、フ'ル一系の糸口色で絹・綿・化繊・ビーズ京・材などの色制や光沢、ホワイト

糸が暗闇で放つ光などを水の存在として表現し、光溺!と視角による色彩と姉きが微妙に典なる作

品をさまざまに感受下さると幸いに思う。
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